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フによる㐠用⤌⧊を設❧し、当ヱඹࢵントスタ࣓ࢪ

同事ᴗ等に関するᶒ限を可能な限りそこに㞟୰させ

ることである。ḟၿの策としては、マネ࣓ࢪント⤌

⧊を参加࣓ンバーの上఩⤌⧊に┤結させることがあ

る。特に当ヱ事ᴗ等の௻⏬❧᱌実施に୺ᑟ的な❧場

をᢸった参加࣓ンバーの上఩⤌⧊との意ᛮ␯通がᮃ

ましい。これは、ᶒ限ጤㆡが㞴しい場合に有効であ

り、少なくともඹ同事ᴗが方向性の違いにより㌟動

きができなくなり、✵୰分解してしまう༴㝤性を低

ῶする効果はある。

また、㐠用に当たっては、できる限りᖖ設のマネࠉ

フを㓄⨨することが重要であࢵント⤌⧊とスタ࣓ࢪ

る。この⤌⧊とスタࢵフが⌧場からのフィーࢻバࢵ

を㞟⣙するᙺ┠をᢸうこととなる。ここでは、通ࢡ

ᖖの⤌⧊マネ࣓ࢪントで行われる⌧場のࣞベࣝと࣑

ントのࣞベࣝ間の情報のやりྲྀりに加࣓ࢪマネࣝࢻ

えて、参加࣓ンバー間の調整が୺要なᴗົとなる。

ඖࠎがู⤌⧊である参加࣓ンバーಶࠎの意図や方向

性はᇶ本的に発ᩓ傾向になるのは㑊けがたく、それ

を㝶時᮰ࡡて、合意した当ヱඹ同事ᴗの┠的にἢう

ように行動をಁすことが必㡲のᙺ๭である。

㸴㸬まとめ

ኻᩋからᩍカを得ることは、より効率的に事ᴗ成ࠉ

果を得るためには୙可Ḟであるとゝってもよいだろ

う。同じኻᩋを⧞り㏉さないというだけではなく、

ኻᩋのⱆをいち᪩く見つけ出し、対ฎすることで一

⯡的な成ຌ確率を高めることができるからである。

ኻᩋを分析し、㢮ᆺ໬し、実ົᢸ当者が␃意すべき

ண඙として᪥ࢡࢵ࢙ࢳࠎを行うことによって、͇ 同

じኻᩋ͇だけではなく、͇ 同じࣃターンのኻᩋの可

能性͇を察知し、᪩期の対応をಁすことが可能とな

る。図㸯に、඾ᆺ的な事ᴗフࣟーを図示し、ྛẁ㝵

のྑ側に、そのẁ㝵で頻出するኻᩋࣃターンを౛示

した。参加࣓ンバーの利ᕫ的な動きや同ᗋ異ክ、意

ᛮの見確認やㄗ解といった要⣲が」数ẁ㝵で見られ

ており、まさに連携事ᴗの㞴しさは、参加者間の調

整と結᮰の⥔持にあるとゝえよう。

時点では、まだ、事౛の数も少なく、ᮍだᇙも⌧ࠉ

れていてẼ௜いていないようなኻᩋࣃターンもṧさ

れているとᛮわれる。今後も、こうしたኻᩋ要ᅉ分

析を⥅続し、より一⯡性のある౑い຾手のよいᣦ㔪

の᥈⣴を⥅続したい。さらに実ົᢸ当者として産学

ᐁ連携事ᴗに携わる❧場として、これらの方策を実

際にヨ行し、その効用を確認するとともに、結果を

フィーࢻバࢡࢵし、⢭度の向上を図りたいと考えて

いる。
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イࣀベーࣙࢩン࣭プࣟࢭスにおけるࢥーディネータのᙺ๭

ὒ行（┴❧ᗈᓥ大学）ࠉすᕝۑ

㸯㸬⫼ᬒ

ンをㄒる上で୺ᙺとなるのは当↛イࣙࢩベーࣀイࠉ

であるが、᪂規事ᴗ開発ࠎベーターと࿧ばれるேࣀ

や産学ᐁ連携事ᴗでの実౛を観察すると、ࢥーディ

ネータと࿧ばれるே㐩が頻⦾にⓏ場することにẼ௜

くであろう。ᙼらのᏑᅾឤは㏆年特に増大している

ようにᛮえる。ᙼらはイࣀベーターと同じくらいに

イࣀベーࣙࢩンの⌧場に⌧れ、時にはイࣀベーター

の影となって動いているように見える。⡿ᅜにおい

ても、特にࢥーディネータとは࿧⛠されてはいない

が、イࣀベーターと行動をඹにし、イࣀベーࣙࢩン

に㈉⊩しているேがいることが知られている (1)。᪥

本におけるࢥーディネータ制度は、こうしたイࣀ

ベーࣙࢩン๰出を支援するேᮦを⤌⧊的かつ意図的

に⫱成 ͌活用しようするヨࡳだと理解できよう。

な⫋がᏑᅾするࠎ産学ᐁ連携支援ேᮦには様ࠉ (2)

が、୰でも୺要なᴗົであるඹ同研究開発等の産学

連携事ᴗにおいては、大きく分けてࢥーディネータ

とマネࣕࢪーの㸰つのᴗ✀がある (3) ことを報࿌し

た。特に連携ᴗົの前༙㒊分はイࣀベーࣙࢩンの初

期ẁ㝵に当たり、いわࡺるࢩーࢬ Ѹ ࢽーࢬマࢳࢵン

。スがᴗົの୰ᚰとなっているࢭ等の๰発的プࣟࢢ

しかしながら、こうしたࢥーディネータのᴗົやそ

のෆᐜについては経験的に蓄積されたものがᒓே的

にᩓᅾする (4) のࡳである。本研究では、それらを㞟

⣙し一⯡໬࣭ᬑ㐢໬することを┠的としている。

㸰㸬ࢥーディネータの௙事

本研究では、➹者らがస成したᆅᇦ᣺⯆事ᴗデーࠉ

タベース (5) にᇶ࡙いて産学ᐁ連携事౛を分析し、

ーディネータ（相当のேを含む）がᢸっているᴗࢥ

ົ୪びにそのᙺ๭をᢳ出し分㢮（表㸯）した。さらに、

࠙要᪨ スが୺であり、ィ⏬性やண見性はᴟめてஈしいとゝࢭンの初期ẁ㝵は๰発的プࣟࣙࢩベーࣀイࠉࠚ

われている。ከくの場合、ඃ⚽なイࣀベーターがᴟめてᒓே的かつಶู的に生ࡳだしたものと理解され

ているが、ᙼらのാきを観れば、そこにࢥーディネータ的な要⣲がᩓ見される。関連௜けや௬ㄝ実ド等

のാきはࢥーディネータとඹ通しており、実際にᆅᇦで活動しているࢥーディネータの活動や考え方、

ᛮ考等にイࣀベーࣙࢩン࣭プࣟࢭスの要点が₯ࢇでいる。ඃ⚽なࢥーディネータが⌧実に行っているᴗ

ົ࣭௙事を分析し、ࢥーディネータがᢸっているᙺ๭や、それを実行する方法について考察する。
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ᙺ๭ ୺なෆᐜ ୺なᡭẁ

ㄢ㢟発᥀
₯ᅾⓗㄢ㢟
のᙧᘧ▱໬

஺ὶ఍➼䛷
の఍ヰ

ពᅗ䞉ពྥ
の㢧ᅾ໬

᭕᫕なᕼᮃ
䜢明ᩥ໬

㉁ၥ䛸౛♧䚸
ᥦ᱌

発᝿䞉ᵓ᝿
のᥦ♧

䇾ᛮ䛔䛴䛝䇿
䜢ఏ䛘る

఍ヰ䛸ウㄽ
ヰし᥃䛡る

ᘬ䛝合䜟
䛫䚸஺཭

人䛸人の㛵
ಀのᑟฟ

➨3 者䜢఍
ヰにᘬ㎸䜐

ᵓ᝿のල
య໬

対⟇䞉ゎỴ
᪉ἲのㄏᑟ

ウㄽ䛸᳨ウ
䜢௙᥃䛡る

ᨭ᥼者䚸༠
ຊ者ເ㞟

ᵓ᝿᱌ㄝ明
ཧຍ່ㄏ

䝥䝺䝊䞁䚸ゼ
ၥ䚸⤂௓

ฟ఍䛔の
ሙのタᐃ

ከᵝな人䛜
㞟るሙ๰䜚

䜲䝧䞁䝖䚸䝃
䝻䞁➼㛤ദ

⩻ヂ䚸ゎㄝ
ゝⴥ䛸ពᅗ
のㄗゎ㜵Ṇ

ពᛮ䚸ព࿡
の☜ㄆఏ㐩

௻⏬䞉ィ⏬
సᡂ୺ᑟ

௻⏬❧᱌の
ಁ㐍䚸୺ᑟ

఍合➼㛤ദ
明ᩥ໬ᨭ᥼

䝸䞊䝎䞊䚸
⤌⧊స䜚

୺ᑟ者䜢Ỵ
䜑䛶⤌⧊໬

ཧຍ者䛸఍
䛔合ពᙧᡂ



― 480―

それࡒれのᙺ๭やᶵ能の相関関係が、これらの事౛

の୰でどのような関係にあるのかを分析し、関係性

を明らかにした。

ーディネータのᙺ๭がከᒱにわࢥ、表㸯を見ればࠉ

たると同時に、ᴗົ手㡰が᭕᫕で㠀定ᙧ的なものが

ከいことがわかる。特に対ே的なものがከく、数値

管理や定量的ホ౯がᴟめてᅔ㞴なものが大༙である

ことが特徴的である。これが、ࢥーディネータのᙺ

๭等に関する調ᰝ研究がᒓே的なᇦを出なかったこ

との一つの理⏤であろう。本研究では、ඹ通の記述

ᇶ準を᥇用したデータ (5) からඹ通㡯をᢳ出すること

で、表㸯に示す㢮ᆺ໬を行っている。ḟに、相஫関

係について図㸯（高頻度の関連のࡳ）に示す。「出

఍いの場の設定」や「⩻ヂ࣭解ㄝ」が他のᙺ๭のࣁ

ブのような఩⨨を༨めていることが分かる。また、

図୰に示す関係性を全て含むような事౛はከくはな

く、いくつかのᙺ๭が┬␎される場合や、ᅇᖐ的な

関係にある場合もᏑᅾした。

㸱㸬ࢥーディネータのタイプ分㢮

ーディネータの分㢮を考えࢥḟに、視点をኚえてࠉ

てࡳたい。全てのࢥーディネータが前❶で分㢮し関

係௜けられたᙺ๭の全てを果たしているわけではな

い。あるᙺ๭は積ᴟ的にこなす一方、ูのᙺ๭はほ

とࢇどᢸっていないというのが一⯡的なே≀ീであ

り、そのྲྀᤞ㑅ᢥのバࣜエーࣙࢩンがࢥーディネー

タのಶ性ということができる。また、経験のὸいࢥー

ディネータは少数のᶵ能に特໬し、経験が増えるに

ᚑってᙺ๭が増加する傾向も見られた。経験を重ࡡ

ることでスࢵ࢔ࣝ࢟プし、᪂たなᙺ๭をᢸえるよう

になっていくことを示唆しているとᛮわれる。また、

ーディネータ㣴成はᚐᘵ制的なところがあるたࢥ

め、᪂ேࢥーディネータはඛ㍮ࢥーディネータの௙

事のスタイࣝに影響をཷけて、よくఝたタイプにな

る傾向があるようにᛮわれる。

図 ୺なᙺ๭間の相஫関係ࠉ�

表 ーディネータのスタイࣝࢥࠉ�
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䛔䜔䛔䜔
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ᘬ䛝合䜟
䛫䚸஺཭

ᵓ᝿の
ලయ໬

ᨭ᥼者䚸༠
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௻⏬䞉ィ⏬
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䝸䞊䝎䞊䚸
⤌⧊స䜚

こうしたスタイࣝを大まかに分㢮したのが表㸰でࠉ

ある。このうち、特に連携を๰出することにຊ点を

⨨く㸲タイプ（表୰上から㸯～㸲␒┠）はࣜエࢰン

と࿧ばれ、また、「ᚚ用⪺きᆺ」や「事ᴗᑓᒓᆺ」

のうち、特に知的㈈産のྲྀりᢅいにຊ点をおくタイ

プはࢩࢯ࢔エイトと࿧⛠されている。いずれにして

も、一連の産学ᐁ連携事ᴗフࣟーの୰で、どのよう

な❧ち఩⨨とᙺ๭ ͌ ᶵ能を果たしているかが重要で

ある。特定の産学連携事ᴗにࢥーディネータを㓄⨨

する場合には、どのᙺ๭を重視するのか、⮴࿨的に

Ḟけているᙺ๭はないか等に␃意する必要がある。

㸲㸬イࣀベーࣙࢩン向きのே≀ീ

ン๰出ẁ㝵にࣙࢩベーࣀスであるイࢭ๰発的プࣟࠉ

おいては、ண見性やィ⏬性がஈしいこともあり、ラ

ン࣒ࢲなマࢳࢵンࢢを得意とするே≀が᭱も重要で

ある。スティーブ ͌ ブスが点と点を結びつけるࣙࢪ

ことの重要性をㄒっている (6) ように、一見関連性

がなさそうな㸰つの事᯶を結びつけることが⫢要で

ある。そうしたࢣースでは、㐟びᚰのあるዲወᚰ᪲

┒なேが活㌍しそうであり、「࢔イデ࢔提᱌ᆺ」や

「௻⏬❧ち上ࡆᆺ」のタイプに向いているようにᛮ

われる。ㄡもᛮいつかなかった㸰者の⤌ࡳ合わせに

᪂たな可能性が₯ࢇでいることを見いだすタイプで

ある。ḟに活㌍しそうなேは、஺཭がᗈく、㝧Ẽで

ேを஌せるのがうまいேであろう。こうしたேは、

イࣀベーターとなりそうなே≀を支援し後ᢲしする

「お⮃❧てᆺ」や「ኴ㰘持ちᆺ」タイプに向いてい

る。ᙼらは自ら点と点を結びつけることはしないも

のの、何かを᥈り当てたே≀を見つけ出し、ᙼを支

援することでイࣀベーࣙࢩン๰出をバࢵ࢔ࢡࢵプす

るタイプである。意እとこのタイプのࢥーディネー

タはከい。また、いずれの場合も「཭㐩๰りಁ進ᆺ」

は当↛に得意とするタイプであろう。一⯡論として、

♫஺的でᛌ活であり、ヰዲきでୡヰዲきな性᱁のே

がࢥーディネータに向いているとゝえそうである。

㸳㸬イࣀベーࣙࢩン࣭プࣟࢭスをಁ進するために

ンによって♫఍や産ᴗを活性໬してࣙࢩベーࣀイࠉ

いくためには、イࣀベーࣙࢩンの確率を高めるか、

そのヨࡳ、ᣮᡓのᶵ఍を増やすかのどちらか、もし

くは両方を考えなければならない。イࣀベーࣙࢩン

のⴌⱆは、ከ分に๰発的なものである。ಶே的㈨質

や♫఍的⎔ቃに౫Ꮡするものであり、これについて

は本稿では論じない。ၥ㢟は、ⴌⱆ以後にイࣀベー

、ンがල⌧໬していくẁ㝵にある。このẁ㝵でࣙࢩ

のከくが、ே的、㈨金的、制ࡳᣮᡓ、ヨ、࢔イデ࢔

度的な㞀ቨによって᣸ᢡを㏄えている。ࢥーディ

ネータは、このようなእ的㞀ᐖをእ㒊からの適ษな

支援で㍍ῶし、᣸ᢡを㜵Ṇするᙺ๭をᢸっている。

表㸯に示すᙺ๭からも分かるように、ࢥーディネー

タのᙺ๭は自らイࣀベーターになることではなく、

イࣀベーターを支援し、イࣀベーࣙࢩンの結実にᑾ

ຊすることである。イࣀベーࣙࢩンのゐ፹であると

ゝってもよいだろう。イࣀベーࣙࢩンを๰出するの

はイࣀベーターであるが、ᙼらをⴌⱆ期から成㛗期

へとᑟくのはࢥーディネータである。

ンのᶵ఍を増やすというもうࣙࢩベーࣀḟに、イࠉ

一つの࢔プࣟーࢳを考えてࡳたい。表㸯をࡳれば、

ここにもࢥーディネータの௙事が関わっていること

が分かる。出఍いを๰出し͆点と点を結͆ࡪᙺ๭で

ある。さらに、஫いの意ᛮ␯通を助け、ィ⏬❧᱌を

ಁすことすらᢸっている。ここでも、ࢥーディネー

タはイࣀベーターの⿬方となり、イࣀベーࣙࢩン

のゐ፹としてのᙺ๭を果たしていることが分かる。

の活動ࠎ᪥」「ーディネータのᏑᅾ意⩏は何か㸽ࢥ」

は何のために行っているのか㸽」とၥわれれば、「イ

ン๰出のᶵ఍と成㛗確率を増大させるたࣙࢩベーࣀ

め、イࣀベーターを支援し、⫼୰をᢲしているのだ」

とゝえよう。

㸴㸬ண ᅔ㞴性へのᣮᡓ

ンに対する効果的な施策が㞴しいのࣙࢩベーࣀイࠉ

は、そのண ᅔ㞴性ࡺえである。施策の結果を見通

せないために、施策が効果を発᥹するかどうかを事

前にண することがᴟめてᅔ㞴である。それࡺえ、

施策のᅾり方を᰿本的に見┤し、ண ᅔ㞴性をෆໟ

する௙⤌ࡳに㌿᥮すべきである。そのලయ的方法と

して͇ࢥーディネータの質的、量的ᣑ඘͇を提ゝ

したい。前❶にあるとおり、ࢥーディネータはイࣀ



― 482―

ベーࣙࢩンのゐ፹である。ᶵ఍㸻場合の数を増やす

ことと、㞀ቨを低ῶして᣸ᢡをῶらし成㛗確率を高

めることは、ண ᅔ㞴性への効果的な対ᢠ策である。

イࣀベーࣙࢩンの๰発はண できないが、イࣀベー

スを分析ࢭンがኻᩋに⮳るプࣟࣙࢩ (7) することで、

᣸ᢡをᅇ㑊し結実の可能性をある程度の確かさで高

めることは可能であると考えている。

期間が短く、ୟつより㌟㏆であればあるほど、ணࠉ

 ᅔ㞴性の程度は低下すると期ᚅできる。� 年後よ

りは一࢝᭶後のことの方が、事ᴗィ⏬全యのことよ

りは┠前の஺΅結果の方が、ண はᐜ᫆であろう。

それならば、ண しそれに対応するためのุ᩿や意

ᛮỴ定をより短期で⌧場に㏆いところで行う௙⤌ࡳ

に㌿᥮していくことが、ண ᅔ㞴性に対ฎする一つ

の解であると考えらる。そうした㌿᥮が、ࢥーディ

ネータの活用という方法によってある程度可能にな

るのではないか、というのが本提ゝの୺᪨である。

もちろࢇ、これを実⌧するためには、ࢥーディネー

タの質的向上が前提᮲件である。ただ、イࣀベーࣙࢩ

ンの๰発から結実に⮳るまでを全てイࣀベーターが

⊂ຊで行う場合にẚべれば、ࢥーディネータの支援、

助ຊがあるだけでも効果は期ᚅできる。㈨質やス࢟

ࣝ、経験にඃれたࢥーディネータであれば、イࣀベー

ターの負ᢸは大きく㍍ῶされることであろう。イࣀ

ベーターは、プランのᨵၿやᢏ術の成⇍、適応等ࠎ

のイࣀベーࣙࢩンの本質㒊分にὀຊすることが可能

となり、それࡒれのᑓ㛛性を発᥹してより高効率な

イࣀベーࣙࢩン࣭プࣟࢭスを㎺ることが可能となる。

イࣀベーターとࢥーディネータから成るイࣀベー

こそが、ண ᅔ㞴ࡳ⤌によるྲྀり࣒ーࢳン๰出ࣙࢩ

性に対ᢠする一つの解であるとゝえよう。

㸵㸬まとめࠉ㸫ࠉ提ゝࠉー

スを効率໬し、ண ᅔ㞴ࢭン࣭プࣟࣙࢩベーࣀイࠉ

性に対ᢠするためにࢥーディネータを活用するとい

う考え方は、ある意࿡自↛なὶれである。しかしな

がら、ࢥーディネータという⫋✀、ᴗົෆᐜ、スࣝ࢟、

㈨質等ࠎは、これまで⣔⤫的にㄒられてこなかった。

本稿では、⪺きྲྀり調ᰝや当事者の記㘓࣭記述をᇶ

に分析、分㢮、ࣃターン໬を行い、඾ᆺ的なイࣀベー

スにおいて果たすᙺ๭や㈉⊩についࢭン࣭プࣟࣙࢩ

て検討を行った。その結果、ࢥーディネータの௙事

は、イࣀベーࣙࢩン๰発ᶵ఍の増加と、プࣟࢭス㜼

ᐖ要ᅉの低ῶをᢸっていることが明らかになってき

た。ඃれたࢥーディネータはイࣀベーターの影とな

り、⿬方としてイࣀベーࣙࢩン࣭プࣟࢭスの⎔ቃ࣭

᮲件整ഛをᢸっていることが分かった。

こうしたことから、本稿で明らかにしようとしてࠉ

いる理論的側面と、実㊶的能ຊやスࣝ࢟の向上を図

る 2-7 的側面の཮方からのࢥーディネータ⫱成が᭱

も重要なྲྀり⤌ࡳである。そうしたイࣀベーࣙࢩン

๰発やಁ進をᢸうேᮦを質的に向上させる施策こそ

がႚ⥭に求められる。ᩒえてゝうなら、量的ᣑ大は

後ᅇしでもᵓわない。

ーディネータの⫱成に有効なᗙ学ࢥ、時点では⌧ࠉ

プࣟࢢラ࣒もなければ、実㊶的な 2-7 プࣟࢢラ࣒が

Ꮡᅾするわけでもなく、ᚐᘵ制的な᪂ே⫱成がなさ

れているのが⌧実である。本研究の成果が、今後の

に活用されること࣒ラࢢーディネータの⫱成プࣟࢥ

を期ᚅし、また、検討したいと考えている。
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